
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社協で実施している配食サービ

スの食材等として、多くの方から

ほうれん草、ジャガイモ、里芋、

キャベツ、ピコトマトをいただき

ました。紙面を通じて厚く御礼申

し上げます。今後も配食サービス

の食材等として、皆様からご提供

いただけるものがありま 

したら、お近く 

の事務所まで持 

って来て頂けれ 

ば幸いです。 
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美山支所「相談室」 
２３－９５０８ 

２ １ 

が
不
自
由
な
方
々
を
対
象
に
買
い
物
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
試
行
や
、「
子
ど
も
福
祉

川
柳
」
を
福
祉
教
育
の
一
助
と
し
て
、

小
学
６
年
生
を
対
象
に
募
集
し
た
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
。 

本
年
も
、
共
に
生
き
る
地
域
共
生
社

会
の
実
現
を
目
指
す
基
本
理
念
の
も

と
、
行
政
と
の
連
携
・
協
働
で
進
め
て

い
る
「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」
を

住
民
の
皆
様
の
参
画
も
得
な
が
ら
、
更

な
る
諸
課
題
の
洗
い
出
し
や
分
析
を
進

め
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
地
域
の
福

祉
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
そ
し
て

誰
も
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
、
ふ
る
さ
と
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

本
年
は
兎
年
で
も
あ
り
、
勢
い
よ
く

飛
び
跳
ね
る
元
気
の
あ
る
年
に
な
る
こ

と
を
祈
っ
て
、
社
協
職
員
一
丸
と
な
っ

て
、
精
進
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。 町

民
各
位
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
そ
し
て
新

し
い
年
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
衷

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

中津支所「相談室」 
５４－１００７ 

中津支所「相談室」 
５４－１００７ 

１７日(火) 

２１日(火) 

月 

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
の
拡
大
が
な
か

な
か
収
ま
ら
ず
、
よ
う
や
く
最
近
で
は

感
染
者
が
か
な
り
減
少
し
つ
つ
あ
る
も

の
の
、
第
八
波
な
ど
未
だ
に
収
束
の
気

配
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
本
年
は
感
染

拡
大
防
止
対
策
を
取
り
な
が
ら
、
色
々

な
事
業
や
行
事
を
再
開
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
日
も
早
い
終
息
を
祈
る
ば
か
り
で

す
。 

 

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て 

 

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、
常
に
住

民
同
士
で
助
け
合
い
、
支
え
合
う
「
自

助
・
共
助
・
互
助
・
公
助
」
の
考
え
方

に
立
っ
た
地
域
づ
く
り
と
し
て
「
地
域

共
生
社
会
の
実
現
」
（
共
に
生
き
る
社

会
）
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

現
在
、
社
協
に
於
い
て
は
大
変
厳
し

い
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
地
域
福
祉
活
動
や
介
護
事
業
等
の

各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。 

中
で
も
昨
年
は
、
認
知
症
カ
フ
ェ(

ひ

だ
ま
り
カ
フ
ェ)

の
推
進
や
サ
ロ
ン
の

新
規
開
設
な
ど
を
、
地
域
、
役
場
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
の
協
働
で
推
進
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
買
い
物

が
不
自
由
な
方
々
を
対
象
に
買
い
物
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
試
行
や
、「
子
ど
も
福
祉

川
柳
」
を
福
祉
教
育
の
一
助
と
し
て
、

小
学
６
年
生
を
対
象
に
募
集
し
た
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
。 

  

１４日(火) 
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ふれあい  にっこり弁当 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

発行：社会福祉法人 日高川町社会福祉協議会 
HP：http://www.hidakagawa-shakyo.or.jp/ 

HIDAKAGAWA 

２０２３年 １月 

川辺本所「相談室」 ２２－５４２４ 
弁護士による専門相談に応じます。予約の際に時間帯をご案内します。 

心配ごと相談 時間：午後１時～３時 

どんな些細なことでも 

一人で悩まないで！ 

【お問い合わせ先】 
日高川町社会福祉協議会 
川辺本所：日高川町土生 160 

日高川町保健センター西側 

Tel  0738-22-5424 

FAX 0738-24-2552 

中津支所：日高川町高津尾 29 

日高川町役場中津支所 3 階 

Tel  0738-54-1007 

FAX 0738-54-1011 

美山支所：日高川町川原河 264 

日高川町保健福祉センター内 

Tel  0738-23-9508 

FAX 0738-56-7005 

 

日高川町にお住まいの方の日常生活上の心配ごとや悩みごとについ

て、相談に応じます。お気軽にご相談ください。（無料・秘密厳守） 

予約制のため、相談ごとのある方は、お近くの事務所までご連絡下さい。

定数になり次第締め切らせて頂きます。 

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

町
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

年
頭
に
当
た
り
ま
し
て
、
平
素
か
ら

社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
ま
し
て
格
別

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま

す
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

特
に
、
民
生
・
児
童
委
員
、
福
祉
委

員
、
区
長
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

な
ど
多
く
の
関
係
者
の
ご
尽
力
に
対
し

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
最
近
は
、
地
震
や
台
風
、
洪
水
、

土
砂
災
害
な
ど
の
自
然
災
害
が
大
変
多

く
発
生
し
、
し
か
も
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
昨
年
も
、
令
和
二
年
年
初
か

ら
続
く
国
難
と
も
言
え
る
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
の 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
の

ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
活
動
の
財

源
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

月 

日
高
川
町
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長 

 

林 
 

 

保 

行 

 善意の預託 
11 月１日から３０日までにご寄付頂いた方を、

御礼を込めてご紹介させて頂きます。（順不同） 

○
満
中
陰
志 

 

竿
本 
正
彦 

様
（
熊
野
川
） 

 

坂
本 

 

隆 
様
（
千
津
川
） 

弁護士相談 時間：午後１時～４時 （お一人２０分まで） 

美山支所「相談室」 
２３－９５０８ 

２月７日(火) 

〒649-1324 和歌山県日高郡日高川町土生 160 TEL.0738-22-5424 FAX.0738-24-2552 E-mail：h-kawabe@hidakagawa-shakyo.or.jp 

ふれあい相談 

日程 

２４日(火) 

川辺本所「相談室」 
２２－５４２４ 

１０日(火) 

１月の喫茶サロンの中止について 
県内及び管内の新型コロナウイルス感染者は日によって増

減を繰り返しています。さらに第８波が来ることが予想され、

一気に増加する懸念もあります。 

飲食を伴う喫茶サロンの開催は、感染拡大防止の観点から

中止させて頂くこととします。 

 今後の開催については、県内の感染者状況を見ながらお知

らせさせていただきます。大変ご迷惑をおかけいたしますが、

ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

https://haebarushakyo.ti-da.net/e11457688.html
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①ボランティア受付班 

 

 

１１月２６日（土）、県内社会福祉協議会の合同による災害対応訓練が日高川町において開催されま

した。災害が起こった時、社会福祉協議会は必要に応じて災害ボランティアセンター（以下災害 VC）

を設置し、町内外から駆けつけてくれるボランティアと被災された地域住民を繋ぐ懸け橋となります。

今回の訓練では総勢１４０名を超える参加者があり、紀中ブロックの社協職員が災害VCスタッフとな

り、紀北・紀南ブロックの社協職員や関係団体の皆さんがボランティア役となり、災害VC 運営のシミ

ュレーションを行いました。県内の複数の市町村が被災した場合、県内の関係者が連携し、地域を超え

た助け合い活動が必要となります。県内の社協職員や関係団体の皆さんとお会いすることができ、顔の

見える関係ができたことは大変良かったです。 

 

さて、訓練の様子ですが、東西に長い日高川町の特徴に合わせ、社協川辺本所に災害VC本部、日高

川交流センターに中津サテライトを設置し、２拠点でより実践に近い訓練を実施しました。災害 VC で

は、総務/ニーズ班、ボランティア受付班、オリエンテーション班、マッチング班、資機材/車輛班、活

動報告班という班編成で運営されることが多いです。今回の訓練も６つの班に分かれ、実施しました。 

午後からは、日高川交流センターに一同集合して全体会を開催しました。訓練を振り返り、良かった

点や、訓練を通じて出た課題を共有しました。 

 

 

日 時 １月１７日（火） 13：３0～1５：０0 
場 所 日高川町山村開発センター 大ホール （川原河 230 番地） 

参加費１００円   送迎可能（要相談） 

★当日のプログラム 

・社協職員による認知症に関するミニ講座 
  ～言葉の理解力の低下～ 
・腹話術「北風と太陽」（児玉凱子さん） 
・認知症の方へのやさしい接し方を学ぼう！（町包括支援センター） 

 
※マスクを着用してご参加ください。 

  新型コロナウイルスの感染状況によっては、中止とさせて 
いただきます。 

   
参加希望の方は、１月１６日（月）までにお申し込み 
ください。 

 

 

 

 

善意銀行は皆様からのご寄付を受け付ける窓口です。お寄せいただいたご寄付は、 

地域福祉や在宅福祉活動など様々な福祉活動に役立てています。 

善意銀行運営事業として、概ね７０歳以上の歩行困難な方々へ歩行杖を無料で配 

布しています。ご希望の方は地域の民生児童委員さんまでご連絡下さい。 

来てくれてありがとう！ 
地域に来てくれたボランテ
ィアを受け入れる災害 VC
の「玄関」となります。 ひだまりカフェ(認知症カフェ) 

 

《お問い合わせ先》 

 日高川町社会福祉協議会 

 川辺本所 ２２-５４２４ 

 中津支所 ５４-１００７ 

 美山支所 ２３-９５０８ 

②オリエンテーション班 

 

ボランティアの皆さんへ！ 
被災者・被災地本位の活動
であることを十分理解して
もらうために、明確な状況
説明を行います。 

③マッチング班  

１２月１０日（土）、小薮川集会場において開 

催しました。 

この日は、クリスマス会ということで、折り紙 

で鶴を折ってクリスマスツリーに飾ったり、卓球 

をしたりして楽しみました。 

買い物支援サービスのお話をしたところ、「連れ 

て行って欲しいよ。」との声があったので、次回の 

モデル地区として実施したいと思います。 

 

次回は、暖かくなって３月 

の開催予定だそうです。 

 

 

 

今回は地域包括支援センターの 

「在宅介護者の集い」と合同開催です♪ 

いってらっしゃい！  
活動に必要な資機材を貸し

出したり、在庫管理を行い

ます。災害 VC に必要な車

輛の手配等もします。 

おかえりなさい！ 
活動を終えたボランテ

ィアの帰着確認と、被災

者やニーズ等の状況の

報告を受けます。 

3 

 

ニーズとボランティアを結ぶ！ 
被災者からの様々な「支援ニ

ーズ」と「ボランティアの力」

を結びつけます。 

④資機材/車輛班 

⑤活動報告班 


